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○　学長候補者選考日程等の公示
　・　教育研究評議会へ「学長候補適任者」の推薦を求める
○　「学長候補適任者」の推薦を依頼
　・　各部局は，それぞれ「学長候補適任者」３人以内を推薦する

　・　常勤職員は，３０人以上の連署をもって，「学長候補適任者」を推薦することができる

○　「学長候補適任者」の選考
　・　３人連記の無記名投票を行い，得票上位１０人以内を「学長候補適任者」として学長選考会議へ推薦する
○　『意向投票対象者』の選考
　・　「学長候補適任者」から，５人以内を選考する
　・　学長選考会議が推薦する者，２人以内を加えることができる
○　『意向投票対象者』に対する個別面接

　・　意向投票の日の前日までに実施する
○　「意向投票管理委員会」が実施
　・　意向投票対象者の公示等
　・　単記無記名投票によって行い，投票有資格者の過半数の投票をもって
成立する
　・　投票有資格者：　教　　員　専任の講師以上，附属学校の教頭，主幹
　　　　　　　　　　　教員以外　副課長相当職以上
○　『学長候補者』の決定

　・　意向投票の結果を参考に総合的に判断し，『学長候補者』（１人）
を決定する
　・　『学長候補者』へ就任の承諾を得る
　・　学長に報告するとともに，職員へ周知する
○　申　出

○　任　命（H23.4.1）
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